
順位

H17

1.5

H17

1.5

過去5年間
の平均値

2.5

過去5年間
の平均値

1.0

32,357

32,357 1.531,663

29,31830,066

1.5

1.5

32,203

31,633 31,195

31,195

16,54415,905 1.0

2.5

1.5

98.8

100.0 100.0

120.0

106.4

15,0501.0

◆総合計画における位置付け等

100.0

指標５
（単位：　）

100.0

100.0

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

77,805 76,725

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

40,250 40,250

３　事業費                      　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

実績値 目標値

国際交流ラウンジの年間外国人利用
率

国外友好都市の相互交流率

平成20年度（決算）

銀河連邦交流事業参加率

市民局

文化国際課

１　施策の目的

笠原恭子課長名

第８章　国際平和と人権が尊重される社会を実現します

国際化の推進

年度

　本市の外国人登録者数の増加と定住化が進む中で、多文化共生社会のまちづくりを進めるために、外国人市民と連携しながら共に地域社会を形成し、国籍を問わず誰もが暮らし
やすいまちづくりをすすめるとともに、友好都市をはじめとした諸外国と市民が主体となった交流事業を通じ、両国市民間の相互理解を深めることにより、国際交流と国際協力の推進
を図ります。
　また、友好都市をはじめとした諸外国や外国人市民との交流、並びに銀河連邦をはじめとした国内諸都市との交流を促進し、異なる文化との交流の中で新たな市民文化の創造に
努めるとともに、他都市へのさがみはら文化の発信を図ります。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
　さがみはら国際交流ラウンジとの連携による通訳ボランティアの派遣、外国人相談の実施、日本語教室の開催、多言語による情報提供などの外国人市民に対する支援
　国外友好都市である中国・無錫市、カナダ・トロント市、トレイル市及び国内の交流都市である銀河連邦各共和国との教育、文化、スポーツなど各分野における相互交流
　なお、施策については、平成20年度に実施した施策評価において、施策名「国際交流・国際協力の推進」、「国際化の推進」、「多彩な文化交流の促進」について、２次評価及び外
部評価委員の意見から、３つの施策の事業統合について検討をするようにとの指摘を受け、検討の結果、３施策共に本市の多文化共生社会を推進するための事業と判断し、３施策
を統合した。

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

110 108

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

　

人件費

100.0 103.0

目標値 実績値実績値 目標値

123.5 114.6111.2 120.0120.0

目標値

118.0 116.5

126.2 110.7 120.0116.8

100.0 100.0

指標１
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

101.0

2.5

100.0 100.0

100.0100.0

総事業費・人員
（単位：千円・人）

国際交流ラウンジの年間利用率

基準値

今年度外国人利用者数/平成17年度外国人利用者数

交流事業参加者数/過去5年間平均交流者数(記念事業実
施年度を除く）×100（％）
交流事業参加者数/過去5年間平均交流者数を100％とし
た交流事業参加者数/過去5年間平均交流者数(記念事業実
施年度を除く）×100（％）
交流事業参加者数/過去5年間平均交流者数を100％とし
た

さがみはら国際交流ラウンジの活動の活発
化。基準値の120％。

さがみはら国際交流ラウンジの活動の活発
化。基準値の120％。

過去5年間平均交流者数と同等の交流人数
を超えることを目標とした。

指標名

18130

過去5年間平均交流者数と同等の交流
人数を超えることを目標とした。

今年度利用者数/平成17年度利用者数

第１節　世界とともに生きる地域社会の実現

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

2

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

4

3

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大限の
効果を得られるよう、効
率的に事業を実施してい
る

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題
　本市の外国人登録者が増加・定住化傾向にある中、今後は外国人市民も住みよいまちづくりを進めていくことが求めら
れている。このため、今後は外国人市民に対する、よりきめ細かな支援と、まちづくりへの参画機会の充実を図る必要が
ある。

解決策
　さがみはら国際交流ラウンジとの連携により、多言語による情報提供の充実や外国人支援ボランティアの活動支援など
を通じて、更なる多文化共生社会の実現を目指す。また、現在改訂中の「さがみはら国際プラン」で検討を進めている。

○この施策の満足度は3.022で全119施策の中で109番目。
○重要度は3.168で115番目である。
○改善要望度は-0.362で110番目である。

Ｈ20評価点

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

　友好親善だけではなく、実利の伴う国際交流について検討し、構成事務事業の見直しを検討されたい。

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）

評価点

２次評価　Ｈ２０改善計画書による修正等がなされていない。早急に改善計画書に則った対応をすること。
⇒　昨年度の３次評価の意見でご指摘をいただいた、「多文化共生の状態を示せる指標」について検討した結果、本市の国際交流
の拠点としての機能を担う、さがみはら国際交流ラウンジの活動状況（利用状況）を指標の第一順位とすることが、妥当であると判
断した。
　これは、国際交流ラウンジの活動内容が、通訳ボランティアの派遣や多言語による情報提供、ボランティアによる外国人相談、日
本語教室などの外国人への支援、また、国際交流フェスティバルや国際理解講座、外国語講座など、国際理解を深めるための活
動を行っており、本市の多文化共生の状態が指標として示せる、最も適した事項であると判断したことによるもの。
　また、本市の多文化共生を推進していくため、現在さがみはら国際プランを改定中（平成22年3月完成）であり、今後はこのプラン
に基づき、国際交流ラウンジの機能充実など本市の国際化施策を推進していく。

9
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計

１次評価

Ａ

市民満足度調査により市
民ニーズを把握し、市民
の立場に立って事業展
開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策に
対する目標の達成度合
いを把握し、効果の高い
事業を実施している

国際化の推進

津久井
南部

西部

北部

70歳以上

60代

50代
40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 3.022 109位 3.168 115位
２０代 3.214 54位 3.120 118位
３０代 2.840 111位 2.908 116位
４０代 2.911 108位 3.100 116位
５０代 3.152 63位 3.141 114位
６０代 3.012 111位 3.324 114位
７０歳以上 3.115 111位 3.397 115位
北部 3.008 110位 3.058 117位
西部 3.078 94位 3.333 113位
南部 2.962 112位 3.200 114位
津久井 3.111 76位 3.182 115位

満足度 重要度

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
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